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■ P.２～P.6・・・・一般質問の要旨
■ P. 6 ・・・・・・・・・・常任委員会
■ P. 6～P. 8 ・・・決算特別委員会
■ P.８・・・・・・・・・・9月定例会の議案審議結果など

主な掲載記事

12月定例会の日程

太田市議会事務局
　0276‒47‒1806　　　0276‒47‒1860
E-mail:otagikai@mx.city.ota.gunma.jp

11月30日㈪ 本会議　一般質問
12月 1日㈫ 本会議　一般質問
12月 2日㈬ 本会議　一般質問、市長提出議案の説明
12月 4日㈮ 本会議　議案質疑、委員会付託など
12月 8日㈫ 総務企画委員会　市民文教委員会
12月 9日㈬ 健康福祉委員会　都市産業委員会
12月15日㈫ 本会議　委員長報告など
 ※午前9時30分開会。日程・時間は変更の場合あり。

　新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、傍聴の自粛をお
願いする可能性があります。
詳しくは太田市議会ホームページをご覧いただくか、お電話等
でお問い合わせください。

一般質問の模様をご覧いただけます

※録画配信（映像・音声）は、
太田市議会の公式記録で
はありません。

　各議員の一般質問要旨（P.2～6）に掲載されたQRコードから、一般質
問の録画配信ページにアクセスできます。お手持ちのスマートフォン等
でぜひご覧ください。

©太田市

若者目線で 議会を語る
関東学園大学 田中ゼミ 2年生の皆さん

●●●●について みほん

金山クラブ　おおたん

　 9月定例会一般質問をインターネット中継で視聴し、その内容や気になった事柄について授業内で討議していました。
コロナ禍における教育の在り方や、災害が起きた場合の避難方法について、自動車産業をはじめとした地域産業の活性化
について等、活発な意見交換が行われていました。

①コロナ禍において災害が発生した場合につ
いて、段ボールベッド等いろいろな対策がある
ことを知り、議員の知識の広さに驚きました。
②議員が質問に臨む姿勢に誠意が感じられま
した。一般質問に関する資料がホームページ
上で公開されていれば、より分かりやすいと
思います。

③美術館・図書館がお気に入りで、よく利用し
ています。市内各所にレンタサイクルが整備さ
れて、学校からも無料で行けるようになるとう
れしいです。

武
む と う

藤　真
ま さ き

規さん

①経済学部なので、市の経済状況を取り上げた
質問に興味を持ちました。
②議員や市の職員の話し方が丁寧で分かりや
すかったです。市議会や議員に対するイメー
ジが大きく変わることはありませんでしたが、
市政に対する理解が深まりました。
③太田市は車社会ですが、交通事故や渋滞等
の課題も多いことが気になります。さらなる市
の発展のためにも、自動車産業のみならず、
農林水産業等の推進にも力を入れるべきと
思います。

弓
ゆ ば

場　輝
ひかる

さん

代表2人にインタビュー
①一般質問を視聴し、興味を持った話題は？
②視聴した感想を教えてください。
③これからの太田市に期待したいことは？
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９月定例会  一般質問要旨

議　員　今年度は第2次太田市総合計
画における前期4年間の行動計画の最終
年度であり、後期4年間の行動計画に向
けて検証が必要と考えます。本市の人口
の現状と今後の展望について伺います。
企画部長　本市の人口は2018年ごろか
らわずかに減少傾向が見られ、今後は減
少の局面に入ると推測されます。女性人
口の減少により出生数もますます減少し
ていくと考えます。一方で外国人人口は引
き続き増加が見込まれ、外国人住民との
共生に向けた環境整備が必要と考えます。
議　員　本市の土地利用計画の策定、
推進について、後期行動計画のさらなる
発展が期待されますが、所見を伺います。
都市政策部長　本格的な人口減少を見
据えた多極ネットワーク型コンパクトシティ
を目指し、公共交通ネットワークと連携し、
生活サービスや良好なまちのまとまりを維
持することで、持続可能な都市経営を可
能とする土地利用計画を推進することが
肝要と考えています。

議　員　児童生徒および教職員の健康
に係る対策や、教職員の負担軽減等を含
め、コロナ禍における学校教育の在り方
について教育長の所見を伺います。
教育長　安全な学校生活と健やかな学
びの保障を両立させる必要があります。新
しい生活様式を浸透させ、児童生徒が自
ら予防に努めることが重要です。また学
習指導員等を効果的に活用し、教職員の
負担軽減につなげたいと考えます。

議　員　GIGAスクール構想について、
教育長の所見を伺います。
教育長　1人に1台の端末の配布を実現
し、児童生徒一人一人に応じた学習を実
施するとともに、休校時等にも対応できる

議　員　本市の各行政センターにおける
フリーWi-Fiの活用方法等を伺います。
市民生活部長　令和元年東日本台風の
際、行政センターに避難した人が情報を
得られなかったという経験から、災害時に
活用する目的で設置しています。利用が
可能なエリアは、Wi-Fiの機器を設置して
いる箇所から半径50㍍程度です。
議　員　行政センターだよりと広報おお
たとの連携について伺います。
市民生活部長　行政センターだよりには、
地区に特化した身近な情報を掲載してい
ますが、重要な記事は広く発信するため、
広報おおたにも掲載しています。
議　員　広報おおたの発行部数と配布
状況を伺います。
企画部長　発行部数は7万8千部で、そ
のうち6万5,820部を新聞折り込みによ
り各家庭に配布しています。このほか公共
施設等に約7,400部を配置しています。
議　員　行政情報の発信について、若年
層にはSNS等のICTを活用した方法が

議　員　本市の本庁舎市民課、各行政
センターおよびサービスセンターで行われ
ている証明書等の交付業務について、交
付件数とその割合を伺います。
市民生活部長　令和元年度の交付件数
は約25万件、その割合は市民課分が
42％、各行政センターの合計分が31％、
各サービスセンターの合計分が27％です。
議　員　県内におけるマイナンバーカー
ドを利用した証明書等のコンビニ交付
サービスの導入状況を伺います。
市民生活部長　前橋市、高崎市、伊勢崎
市、沼田市、富岡市、東吾妻町、玉村町、
嬬恋村の8市町村で導入されています。
議　員　本市においてコンビニ交付サー
ビスを導入していない理由を伺います。
市民生活部長　平成30年度に検討しま
したが、マイナンバーカードの保有者数が
低迷しており、発行枚数も低調であったこ
とに対して経費負担が大きく、費用対効
果が見込めないことから、導入を見送っ
た経緯があります。

議　員　住民基本台帳に基づく人口動
態調査によると、今年の本市の外国人を
含めた人口は前年比0.10％減であり、県
の平均値より大変少ない減少幅です。こ
れまでの多岐にわたる施策の成果と考え
られますが、前期行動計画の4年間を振
り返り、市長の所見を伺います。
市　長　各行動計画の達成度合いは非
常に高く、将来的に目標以上の水準での
人口推移も期待できます。その中で、外国
人が日本語と技術を身に付けるための専
門学校をつくりたいと考えています。市民
の満足度も高い水準を維持できており、こ
れからも住みたいと思ってもらえるまちを
継続していきたいと思います。

よう努めていきたいと考えます。
議　員　コロナ禍により家庭の収入が減
少し、相対的な経済負担が増大していま
す。子どもたちの健康を守るため、早期に
適切な医療を受けられるよう、本市で高
校生までの医療費無料を実現することに
ついて、市長の所見を伺います。
市　長　経済的困窮により医療を受けら
れないという状況をなくし、子どもたちが
健全に生活できる環境をつくるため、新
年度予算で高校3年生までの医療費の
無料化を図りたいと考えます。
議　員　コロナ禍で学習の遅れが懸念
される受験生の学習機会の確保のため、
受験生を対象にICT機器を先行導入する
ことについて、市長の所見を伺います。
市　長　受験生には自分で学び、やり遂
げる力を発揮してもらいたいと思いますが、
休校により家庭でのタブレット学習が必
要となった場合に備え、県と連携して全員
が公平に端末を使用できる環境整備を
行っていきたいと考えます。

効果的である一方、高齢者層には紙面に
よる伝達方法が効果的と考えます。今後、
さらなるICT化の推進や、広報おおたと行
政センターだよりの連携等により、市民一
人一人へ包括的かつ視覚的に分かりや
すい行政情報を届けるべきと考えますが、
市長の所見を伺います。

市　長　ICT化が進む時代背景に鑑み、
Wi-Fi環境の整備等を進めていくべきと
考えています。また、新聞の購読者が減っ
ており、広報おおたによる情報の伝達に
苦慮しているところですが、工夫して全戸
配布に近づけるよう努めていきます。
■その他の質問
・指定管理者制度について

議　員　窓口業務の負担軽減や市民の
利便性の向上、さらにコロナ禍の窓口で
の3密回避も期待できることから、本市も
コンビニ交付サービスを導入すべきと考え
ますが、市長の所見を伺います。
市　長　コンビニ交付サービスを導入す
れば、市民の利便性は確実に向上すると
思いますが、初期投資やランニングコスト
に多額の税金が必要となるため、慎重に
検討したいと考えます。土日等には、今ま
でどおり各サービスセンターの利用をお
願いしたいと思います。

■その他の質問
・道路網の整備計画と今後の取り組み
について

「第2次太田市総合計画」の
進
しんちょく

捗状況について

創政クラブ　高木　きよし

コロナ禍における保育・
学校教育の現状と今後について

太田クラブ　八長　孝之

本市の情報政策について

創政クラブ　長　ただすけ

証明書等のコンビニ交付サービス
の導入について

創政クラブ　松浦　武志
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建設について、市長の所見を伺います。
市　長　現場や市民の声を聞き、図書館、
保健センター、行政センターの統合を図る
ことを中心として考えています。

議　員　プールの建設用地を購入したに
もかかわらず、その事業計画を変更するこ
とについて所見を伺います。
市　長　現状、市民の希望や水泳の競
技人口に鑑みても、本市にプールを建設
する必要性は大きくありません。目的は変
わりますが、準備を進めたいと考えます。
■その他の質問
・ごみに関する諸課題について
ごみの減量、搬出等について
高齢者等のごみ出し支援について

９月定例会  一般質問要旨
9月定例会では、9月2日から4日にわたり18人の議員が一般質問を行い、太田市政の現状や将来に対する方針などに関して活発

な議論を展開しました。紙面の都合により、質問した議員に確認のうえ1問を選び、質問と答弁の要旨を紹介します。
なお、一般質問の模様は太田市議会ホームページ「インターネット中継」からご覧いただくことができます。
また、定例会の正式な会議録は、市政情報コーナーや市立図書館、市議会ホームページ、議会事務局などで12月下旬からご覧いた

だくことができます。

議　員　本事業の現在までの経緯と、
プールの建設について伺います。
企画部長　建設予定地については、平成
28年3月定例会において、太田市公認
プール建設事業予定地として太田市土
地開発公社の先行取得に関わる債務負
担行為が議決されたものです。その後、建
設予定地周辺で老朽化した施設の建て
替えや移転等、新たな課題が生じたこと
から、平成30年3月定例会において、改
めて公共施設の複合化建設事業用地と
して、債務負担行為の変更が議決されま
した。引き続き、プールの建設は候補の一
つとしていますが、建設費、維持費とも多
額となることが想定されることから、他の
公共事業との財源等のバランスも十分に
考慮し、優先順位を決めて、導入施設を
検討していきたいと考えます。
議　員　本市の合併後、旧太田市地域
ではさまざまな大型公共事業が行われた
ものの、旧3町地域ではほとんど変化があ
りません。西部地区における公共施設の

議　員　本市の農村整備に係る陳情の
中で、優先すべき案件の現状を伺います。
農政部長　39件のうち昨年度に4件が
完了し、本年度は5件の工事を行います。
議　員　多面的機能支払交付金事業の
概要と今後について伺います。

農政部長　農地や水路等を管理する組
織に対し、水路の掘りざらいや農道の草
刈り等を行う際に国、県、市から交付金を
交付します。農業者が減少していることか
ら、地域住民と協働した取り組みも想定さ
れています。県では、活動の継続が困難
な組織と地元大学との協力体制を構築す
べく調整中であり、本市もこれをサポート
するとともに、地域の各組織等の協力も得

議　員　市民からの意見、要望、その対
応等を全庁的に一元管理できるシステム
の構築について所見を伺います。
市民生活部長　今後、研究をしていきた
いと考えます。
議　員　市長への手紙等、市民から市
長宛てに届いた意見等に対し、現状は各
部長名で回答されています。市長へ届い
ているかと疑問を抱く市民もいると思いま
すが、その決裁処理について伺います。
市民生活部長　市長への手紙は市長決
裁処理としており、必ず市長が目を通して
います。その他の文書での回答は苦情・
要望処理要領に基づいて各部長名で行っ
ていますが、今後、市長名での回答につい
て検討したいと考えます。

議　員　本市の各避難所の受け入れ可
能人数と、備品の整備状況を伺います。
総務部長　コロナ禍においては行政セン
ター等の第1避難所で約1,800人、中学
校等の第2避難所で約1万人が避難でき
ると見込まれます。備品は飲料水、食料、
毛布等のほか、非接触型体温計、マスク、
手指消毒液等を準備しており、今後は小
型発電機の整備を予定しています。
議　員　避難所に関する情報や、避難時
に自身で持参すべきもの等について、市
のホームページやSNSだけでなく、高齢
者にも分かりやすい媒体で公開すべきと
考えますが、所見を伺います。
総務部長　市で準備できる物品には限
りがあるため、可能な限り必要品を持参し
てもらえるよう、広報等を通じて周知して
いきたいと考えます。
議　員　避難所での新型コロナウイルス
感染症防止対策として、組み立て等が簡
単でプライバシーの確保もできる簡易テ
ントの活用について所見を伺います。

られるよう推進していきます。
議　員　農地保全に向けた事業への取
り組みについて、市長の所見を伺います。
市　長　農地保全の大きな目的は食料
の確保ですので、土地改良事業等により
効率的に農業ができる環境をつくりたい
と思います。また多面的機能支払交付金
事業について、学生等、地域住民の協力
を得ながら積極的に進めたいと考えます。
議　員　コロナ禍において、小規模農村
整備事業として重点的に陳情案件を整備
し、地元業者に工事等を請け負ってもらう
ことで経済対策につなげるべきと考えま
すが、所見を伺います。
市　長　コロナ禍にあるかは関係なく、
市民生活を維持するために必要な事業を
行うことが大切です。特に裾野の広い土
木、建築関係の業者には協力して事業を
進めてもらいたく、その中に農地保全に関
する事業も含まれると思います。
■その他の質問
・企業版ふるさと納税制度について

議　員　本市における広聴事業につい
て、市長の所見を伺います。
市　長　市長への手紙は、以前は自筆
で回答していましたが、数が増えたため
現在は各部長による文書、または私が電
話で回答しています。広聴全体について
は、寄せられる声を取り上げて丁寧に回
答した上で、今後に生かしたいと思います。
議　員　行政から市民へ発信する広報
と、市民のニーズを把握する広聴は密接
不可分です。広報事業を行う企画部に広
聴の事務分掌を移し、一体化を図るべき
と考えますが、所見を伺います。
市　長　各部署で受け付け、回答が市
民にきちんと届くシステムが大切と考えま
す。組織の一元化ではなく、各部署での
情報伝達を徹底し、広聴と具体的な行動
が一致するよう心掛けたいと思います。
■その他の質問
・紙資源の回収拡充について
・道路占用の電柱管理について

総務部長　新型コロナウイルス感染症対
策に配慮した避難所開設・運営ガイドライ
ンに基づき、テント型のパーテーションや
段ボールベッド等を整備予定です。

議　員　災害対策の根幹とするため、本
市で国土強

きょうじんか

靭化地域計画を作成すること
について市長の所見を伺います。
市　長　自らの命は自ら守れるよう、日
頃から対応を考えてほしいと思います。
■その他の質問
・新型コロナウイルス感染症対策につ
いて
・分煙環境の整備について
・パナソニックラグビーグラウンドの今
後の活用について

（仮称）太田西複合拠点公共施設
建設事業について

太田クラブ　大川　敬道

本市における農地保全について

立憲民主党　神谷　大輔

広聴の充実強化について

創政クラブ　板橋　明

災害対策について

太田クラブ　中村　和正
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９　月　定　例　会 一　般　質　問　要　旨

議　員　犬猫の殺処分抑制へ向けた本
市の取り組み状況と実績を伺います。
産業環境部長　犬の避妊および猫の避
妊・去勢手術費の助成を行っています。令
和元年度の実績は、犬の避妊手術が165
匹、猫の避妊手術が478匹、猫の去勢手
術が359匹です。また、獣医師会の協力に
より、犬のしつけ方教室や猫の飼い方教室
を実施しています。

議　員　野良猫を捕獲して避妊・去勢手
術を行い、元の生活圏に戻すTNRや、そ
の後、餌やトイレの管理を地域で行う地域
猫活動は、ふん尿被害や殺処分の抑制に
つながります。現状、団体や個人が自費
で行っていますが、市が（公財）どうぶつ

議　員　本市の自立支援センターにおけ
る相談者数および相談件数の推移と、主
な相談内容について伺います。
福祉こども部長　平成27年度の相談者
数は280人、延べ相談件数は685件です。
令和元年度の相談者数は298人、延べ
相談件数は2,655件です。主な相談内容
としては就労や収入に関する問題、家賃
やローン、健康、食料の不足等があります。
議　員　相談件数は5年前と比べると約
4倍近くに増えており、コロナ禍によるさら
なる増加も予想されます。複合化した相
談が寄せられた場合の対応と、今後の連
携強化について所見を伺います。
福祉こども部長　複数の部局をまたぐ
場合は、最初の窓口での対応後、次の窓
口へ職員が同行して引き継ぎます。最近
は一つの窓口で解決しない複雑な相談
が増えており、今後も増加が見込まれま
す。
議　員　本年6月、地域共生社会の実現
のための社会福祉法等の一部を改正す

議　員　自営業者等の多くが国民健康
保険の加入者であり、自ら健康診断を受
ける必要があります。本市における国保加
入者のがん検診の受診率を伺います。
健康医療部長　平成30年度では、胃がん
検診が21.0％、大腸がん検診が15.3％、
肺がん検診が16.8％、子宮頸

けい

がん検診が
19.6％、乳がん検診が17.5％です。
議　員　市民に送付する各種検診の案
内をカラー印刷にする等、目に留まるよう
工夫することについて所見を伺います。
健康医療部長　限られた紙面の有効活
用と、視覚に訴える工夫に努めたいと考え
ます。また、この情報について市のホーム
ページに掲載する等、未受診者に届くよう
啓発に努めていきたいと考えます。
議　員　若年者は乳がんの進行が速い
ケースも多いため、検診にエコー検査を
導入して対象年齢を引き下げた自治体も
ありますが、本市の状況を伺います。
健康医療部長　30代の罹患率が上昇
傾向にあるため、厚生労働省では自己触

議　員　新型コロナウイルスの影響によ
り、先行きが不透明な現状から望まれる
財政運営について所見を伺います。
総務部長　財政調整基金からの繰り入
れが増額し、基金残高の減少が見込まれ
ます。歳入に見合った事業実施の検討や、
経常経費の徹底抑制が必要と考えます。
議　員　本市におけるデジタルトランス
フォーメーション（以下DX）への認識、現
状と今後の取り組みについて伺います。
企画部長　情報技術の進展に伴い、新
たなサービスによるコスト削減や働き方改
革を図るため、DXは今後取り組むべき課
題と認識しています。現状、ぐんま電子申
請受付システムによる各種申請申し込み
を推進しており、RPA等を活用した事務
処理も継続したいと考えます。今後はAIに
よる音声認識技術を活用した議事録作成
の試験導入等を予定しています。
議　員　厳しい財政状況が想定される
中、柔軟に考え、やるべきことは大胆に実
行する姿勢が重要です。今後の財政運営

基金に登録すれば、市の負担は一切なく、
避妊・去勢手術やワクチン接種等の費用
が基金により全額負担されます。基金へ
の登録について所見を伺います。
産業環境部長　地元の獣医師会や愛護
団体との調整、住民の理解と協力が必要
です。基金に登録し、市においてTNRや
地域猫活動を完結するには大きな責任を
伴いますので、他自治体の事例等の情報
収集と研究を進めたいと考えます。
議　員　犬猫の殺処分抑制のために自
ら行動してくれている市民の負担を軽減
できるよう、市として基金に登録すべきと
考えますが、市長の所見を伺います。
市　長　本来は県の所管ですが、市とし
て避妊・去勢手術費の助成を行う等の対
応をしています。殺処分の抑制は非常に
大切ですが、市の裁量は限られますので、
ぜひ県へ要請してもらいたいと思います。
■その他の質問
・義務教育学校の不安解消と開校延期
について

る法律案が成立し、複数の課題を抱えた
人の悩みを丸ごと受け止めて支援する重
層的支援体制整備事業が明記されまし
た。既存のサービスが該当しない市民が
支援を諦めて孤立が深まることを防ぐた
め、重層的支援体制の太田モデルを作る
べきと考えますが、市長の所見を伺います。
市　長　悩みを抱える市民の多さに驚き
ました。コロナ禍で社会が大きく変化する
中、さまざまな相談に対し専門性を担保し
つつ対応できる組織の必要性を強く感じ
ます。事例を研究し、重層的な悩みを持つ
市民を市役所全体で支援する新しいシス
テムを構築したいと考えます。

■その他の質問
・予防接種の再接種費用の助成につい
て

診の重要性と早期受診等に関する指導
に努めるとしています。また、科学的根拠
に基づくマンモグラフィーによる検診が推
奨されており、本市もそれに基づいて実施
しつつ、対象年齢の引き下げとエコー検
査の導入について、継続して国の動向を
注視していきたいと考えます。

議　員　市民に対するさらなる情報提供
や、治療等への不安を取り除くための施
策を行い、受診率の向上に努めるべきと
考えますが、市長の所見を伺います。
市　長　受診の機会は市民に均等に与
えられていますので、自分の命を自分で
守るという意識をしてもらえるよう、警鐘を
鳴らし続けていきたいと思います。

の方針について市長の所見を伺います。
市　長　景気回復のため、公共投資は
継続すべきですが、補助金のない単独事
業は精査や中止が必要と考えます。また、
高校生までの医療費無料をはじめ、瞬間
的ではなく恒常的に市民に利益が還元さ
れる施策を行っていきたいと考えます。
議　員　デジタル化の時代の流れに取り
残され、市民が不利益を被ることのないよ
う、DXの取り組みを進めるべきと考えます
が、所見を伺います。
市　長　今後、研究を深めて業務の迅速
化と低コスト化を図り、ウィズコロナ社会に
も対応できる行政環境をつくっていきたい
と考えています。

犬猫の殺処分抑制について

日本共産党　石井　ひろみつ

重層的支援体制の構築について

公明クラブ　高橋　えみ

がん検診の現状と課題について

太田クラブ　木村　浩明

アフターコロナの市行政について

創政クラブ　今井　俊哉
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９　月　定　例　会 一　般　質　問　要　旨

議　員　本市で発生した新型コロナウイ
ルス感染症拡大の恐れがある事例につい
て、現状を伺います。
健康医療部長　市内の感染者の入院先、
病状や回復具合、退院等の情報に関して
は県から提供されないため、市としては市
民に対して感染拡大防止の啓発等に努
めるにとどまっているのが現状です。
議　員　コロナ禍での本市の観光に関
する対策の現状と今後について伺います。
産業環境部長　太田市観光物産協会で
は、加入施設の宿泊者を対象に本市の物
産品をプレゼントする「泊まってもらおう
キャンペーン in OTA」を7月に実施しま
した。今後も感染予防対策を講じながらイ
ベント等を実施したいと考えます。
議　員　公開可能なものについては最
新情報の提供に努め、市民の不安を払拭
すべきです。市長の所見を伺います。
市　長　全国的にプライバシーの保護が
重要視されており、誹

ひ ぼ う

謗中傷を避けるた
めにも現状を維持すべきと考えます。市や

議　員　本市で行っている子育て支援
事業の内容を伺います。
福祉こども部長　第1子は国が、第2子
は県が、第3子以降は市町村が支援すべ
きとの考え方に基づき、平成20年度から
第3子以降子育て支援事業を開始し、出
産祝い金の支給や給食費の助成等を行っ
ています。またコロナ禍においては、新型
コロナウイルス感染症拡大防止のため臨
時休園とした令和2年4月分の保育料を
全額、市の負担としました。
議　員　義務教育における家庭での給
食費の負担額を伺います。
教育部長　1人当たりの月額は小学生
で4,400円、中学生で5,300円です。年

議　員　本市におけるひきこもりの世帯
数および人数の把握について、また、自立
相談支援センターと県保健福祉事務所に
おける相談状況について伺います。
福祉こども部長　ひきこもりの世帯数お
よび人数は把握していません。令和元年
度のひきこもりに関する相談者数は、自立
相談支援センターで13人、県の太田保健
福祉事務所で20人です。
議　員　ひきこもりを中心に複合的な問
題を抱える家庭に対応するため、厚生労
働省が新たな方針として決定した重層的
支援体制整備事業の内容を伺います。
福祉こども部長　介護、障がい、子ども、
困窮等の相談窓口において、それぞれの
支援部署では対応が難しい事例に対し
て支援プランを作成し、他機関との共同に
より家族会等の居場所づくり等、その後の
支援につなげていくものです。
議　員　SDGsの目標でもある誰1人取
り残さない世界を実現するためにも、本市
において切れ目のない、断らない包括的

議　員　消費増税による景気後退に加
え、新型コロナウイルスの影響が経済へ
大きな打撃を与えています。本市における
事業者支援に対する所見を伺います。
産業環境部長　太田市小規模事業者等
応援給付金等、さまざまな支援策を講じ
てきました。新型コロナウイルス緊急対策
資金として中小企業への貸付事業も実施
しています。これらは本来、国や県が行う
べき施策であり、市としては十分に役割を
果たしていると考えます。
議　員　建設業等、工業分野の事業者
は太田市小規模事業者等応援給付金を
はじめとした給付事業の対象外でした。
制度融資に頼るしかない状況にある事業
者のため、給付や減収補

ほ て ん

塡等を行うべき
と考えますが、市長の所見を伺います。
市　長　住宅リフォーム支援事業補助金
等を活用し、仕事を通じて収入を得てもら
いたいと考えます。
議　員　住宅リフォーム支援事業補助金
については、8月27日までに532件の申

県において公開している情報の提供につ
いては、スマートフォンでホームページにア
クセスしやすい環境づくりを担当課で研
究したいと考えます。
議　員　コロナ禍により多くの観光イベン
トが中止となり、約1,600万円の不用額
が見込まれます。市に活気をもたらすため、
シークレット花火等のイベントを行うことに
ついて所見を伺います。
市　長　花火は上げる場所が限られます
ので、街路でのイルミネーション等、そこを
通る人に元気を与えられるようなまちなか
でのイベントを考えています。

■その他の質問
・工事請負契約の現状と課題について

額とすると8月を除く11カ月分で、それぞ
れ4万8,400円、5万8,300円です。
議　員　新型コロナウイルス感染症は経
済に大きな打撃を与え、その影響は各家
庭に及んでいます。子育て世帯に必ずの
しかかる費用の中でも、最も負担が大き
いものの一つが給食費です。コロナ禍に
おいて、市として実現可能な基本的な
サービスとして、給食費の支援拡充が必
要と考えますが、市長の所見を伺います。
市　長　日本の経済を背負う子育て世
代が苦しんでいる状況です。また、県の人
口は20年後には約40万人減少すると推
測され、危機的な状況と感じます。そこで、
市としては未来を担う働き盛りの世代や
子どもたちへの予算配分を重視したく、第
2子の給食費を来年度から無料にしたい
と考えます。限られた予算ですので、全体
の経常経費の在り方を検討し、調整を
図っていきたいと思います。
■その他の質問
・コロナ禍の中での災害避難について

な重層的支援体制整備事業に取り組む
べきと考えますが、市長の所見を伺います。

市　長　弱者に対応できる力こそがまち
の力であり、行政の大きな役割です。来年
度に、複合的な問題を一括して受け付け
られる組織をつくりたいと考えます。専門
的な人材の確保が課題ですが、それにこ
だわっていては事業が始められませんの
で、事業の進行と有資格者の発掘を併せ
て行っていきたいと思います。また、国から
の財政的な支援がなければ有効な体制
が取れませんので、国や県と相談しなが
ら頑張っていきたいと思います。
■その他の質問
・豪雨災害の課題と対策について

請があり、交付額は約8,700万円、工事
費の総額は約5億1千万円、予算は約3
千万円しか残っていません。現状で補助
金の6倍近くの工事が発注されており、建
設業者等への支援としても有効です。本
年度の補正予算を組み、申請期限を延ば
すべきと考えますが、所見を伺います。
市　長　補正予算は考えていません。景
気後退により家庭の所得が減少している
ため、行政改革により市の全体経費を切
り詰め、子どもや子育て世代に向けた事
業を重点的に実施したいと考えています。
建設業者等には住宅リフォーム支援事業
補助金を積極的に申請してもらい、予算
を使い切ってほしいと思います。

本市の新型コロナウイルスの影響
と今後の施策について

太田クラブ　渡辺　謙一郎

子育て支援の充実について

公明クラブ　星野　一広

ひきこもりへの支援と対策に
ついて

創政クラブ　大川　陽一

地域経済の再生・活性化と
新型コロナウイルス対策について

日本共産党　水野　正己
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決 算 特 別 委 員 会

９月定例会  一般質問要旨

議　員　令和元年東日本台風から1年
が経過します。本市では被災を踏まえてそ
の検証を行い、重点課題へ取り組んでき
ましたが、その周知について伺います。
総務部長　担当部局より、区長会へ順次
説明を行っています。
議　員　沢野地区から市へ提出された
要望書では、住民説明会の開催が望まれ
ていました。その対応について伺います。
総務部長　当初は開催予定でしたが、新
型コロナウイルス感染症拡大防止の観点
から、多くの住民を集めて開催することは
難しいと判断しました。今後、区長会等と
相談し、改めて検討したいと考えます。
議　員　令和元年東日本台風被災後の
本市での検証結果や課題、今日までの取
り組みについて市長の所見を伺います。
市　長　市としての反省点が非常に多
かったと認識しており、できることから対策
を進めています。住民説明会については
コロナ禍で人を集めることが難しい状況
ですので、簡略化した文書を全住民に配

議　員　町民の森公園にある中島知久
平翁の銅像を、旧中島家住宅に移設する
ことについて所見を伺います。
教育部長　現在、太田市中島知久平邸
建造物調査・整備専門委員会にて旧中
島家住宅の整備、活用方法等を検討して
います。知久平翁の銅像移転等について
も、この中で検討していきたいと考えます。
議　員　「富嶽」は中島飛行機製作所に
より計画されたものの、資材不足等により
製造中止となった幻の爆撃機です。その
ラジコンを製作し、RC航空ページェントで
飛行ショーを披露している「富嶽を飛ばそ
う会」では、ラジコンや現存する膨大な資
料の展示場所を模索しています。研究の

布することも考えています。
議　員　市長のこれまでの姿勢として、ま
ず現地に入り状況を把握し、課題に取り
組んできました。市長自身が地域に出向
いて住民説明会を行うことが、今なお不
安を抱える被災住民に寄り添うことにつ
ながると考えますが、所見を伺います。
市　長　いろいろな制約はありますが、
特に沢野地区や尾島地区についてはその
ような機会をつくっていきたいと思います。

■その他の質問
・（仮称）太田市運動公園市民体育館
建設事業の意義と考え方について
・災害時における避難所としての学
校施設の活用と施設整備について

成果や培った技術を後世に託すべく、展
示や保管に協力すべきと考えますが、副
市長の所見を伺います。
副市長　旧中島家住宅に展示し、建物と
併せて産業観光資源として扱うのが有効
と思います。専門委員会において保存や
活用について審議すべきと考えます。また
地元議員を中心に、住民の歴史的資源へ
の興味を盛り上げてもらいたいと思います。
議　員　町民の森公園の知久平翁の銅
像や、金山の山頂にある胸像を旧中島家
住宅に移設することで、観光資源としての
働きや、地元住民の知久平翁への顕彰を
高めることにつながると考えますが、市長
の所見を伺います。
市　長　知久平翁の像は旧中島家住宅
にあるべきと考えます。まずは金山山頂の
胸像を移設すべく、専門委員会や関係機
関等で検討していきたいと思います。
■その他の質問
・本市の公園について
・本市の水害の検証と課題について

令和元年東日本台風による
浸水被害に対する取り組みと
被災地区への対応について

市民の会　尾内　謙一

中島知久平翁と幻の富嶽について

太田クラブ　岩﨑　喜久雄

次の議案を審査しました委員会
で　は

　本会議で各常任委員会に付託された議案の審査結果をお知らせします。

総務企画委員会
■太田市地方創生基金条例の制定に
ついて
審査結果　原案可決
■太田市消防団条例の一部改正につ
いて
審査結果　原案可決

■太田市印鑑条例の一部改正について
審査結果　原案可決
■太田市手数料条例の一部改正につ
いて
審査結果　原案可決
■太田市駐車場条例の一部改正につ
いて
審査結果　原案可決
附帯決議　個別に制定されている本市
の駐車場設置条例について、その設置目

市民文教委員会

健康福祉委員会
■太田市家庭的保育事業等の設備及
び運営に関する基準を定める条例の
一部改正について
審査結果　原案可決
■太田市特定教育・保育施設及び特
定地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例の一部改正について
審査結果　原案可決
■太田市介護保険条例の一部改正に
ついて
審査結果　原案可決

都市産業委員会
■太田市外三町広域清掃組合の規約
変更に関する協議について
審査結果　原案可決

◎矢　部　伸　幸
○高　木　きよし
　前　田　純　也
　長　　ただすけ
　松　浦　武　志
　八　長　孝　之

　水　野　正　己
　高　田　　　靖
　中　村　和　正
　渡　辺　謙一郎
　大　川　敬　道
　木　村　康　夫

決算特別委員（R2. 9. 8 選任）

◎委員長　○副委員長

　9月8日の本会議で設置された決
算特別委員会に「令和元年度太田市

一般会計歳入歳出決算認定につい
て」など8件の議案が付託され、9月
15日から17日の3日間にわたり慎重
に審査を行いました。
　各委員の審査後、総括質疑と討論
が行われ、採決の結果、それぞれ認定
すべきものと決定しました。
　委員会審査での主な質疑、要望、意
見を委員長報告から抜粋してお知ら
せします。

的、供用方法、使用料等の考え方を整理
し、条例の統合等について検討すること。
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問 本市が制定に向けて検討を進めて
いる太田市債権管理条例の目的と進

しんちょく

捗
状況を確認します。また、自力執行権のな
い非強制徴収公債権や私債権の債権回
収は困難です。このことが安易な不納欠
損につながることや、不当に生活困窮者
を追い詰めることのないよう、太田市個人
情報保護条例に規定する本人同意を用
いて、地方税法に基づき滞納者の資産調
査をすることのできる税担当部局との税
情報の共有を図り、本市全体の債権管理
を円滑に進めるべきと考えますが、所見を
伺います。
答 債権管理条例の第一の目的は債権
回収であり、やむを得ない場合に限り不
納欠損や債権放棄を行うものです。太田
市個人情報保護条例に規定する本人同
意を活用した私債権等との税情報の共
有については、地方税法第22条において
課される税務従事者に対する守秘義務と
の関係もあり、全面的に行えるものではな
いと考えています。現在、太田市債権管理
対策会議の中で、本市の債権管理に係る
組織の統一や税情報の共有手法に関し
ても深い議論を積み重ねて協議を進めて
おり、効率的かつ効果的な債権管理に向
けて、全庁が一つの方向に向かって取り
組みを進めているので、ご理解願いたい
と思います。
■その他主な質疑、要望・意見等
・コロナ禍における確定申告会場の
在り方とe-Tax推奨について
・個人住民税に上乗せされている東
日本大震災からの復興を図る基本理
念に基づき実施する防災施策の財源
の充当事業等の公表について
・財政調整基金繰入に対する考え方
と経常経費削減や歳入に見合った事
業の検討の必要性について

問 学校体育施設開放事業や災害時の
避難所として、児童生徒のみならず広く市
民に利用される小中学校体育館へのエア
コン設置の必要性について所見を伺います。
答 酷暑の時季には学校は夏季休業期
間となり、避難所として利用される際は、
既にエアコンが設置されている教室の利
用が可能であること、多額の費用を要す
ること等を勘案するとエアコンの設置は難
しいですが、国の補助金等の動向を注視
し、検討していきたいと考えます。
問 本市の奨学金制度について、給付型
への切り替えや地元企業への就職等の
条件を付した減免制度の導入について
所見を伺います。
答 学生が経済的な理由で進学を断念
することのないよう、貸与型と給付型の制
度のバランスを勘案しながら検討したい
と考えます。現在の少子化や若者の東京
一極集中を考えると大変重要な施策であ
り、企業からの財源の確保等を検討して
いきたいと思います。

■その他主な質疑、要望・意見等
・旧中島家住宅の保存修理工事の進
捗状況と今後について
・市内テニスコートの利用料金や活
用状況について

●総務費
問 シティプロモーション事業における庁
内連携について所見を伺います。
答 将来的な定住人口や関係人口の獲
得に向けた取り組みの一つとして、シティ
プロモーション認定事業は有効なものと
考えます。広報課に限らず、あらゆる部門
で市の魅力を醸成する取り組みが行われ
ていることから、関係課との連携を深め、
本市の魅力発信に努めていきたいと思い
ます。
問 昨年度のRPA実証実験の結果を受
けた今後の取り組みについて伺います。
答 本年度はRPAに加えて、紙様式から文
字データを作成することのできるAI-OCR
の有効性も併せて検証を行います。RPA
と組み合わせることで、さらなる行政の効
率化の推進に有効なものと考えており、
対象業務を拡大するとともに継続運用で
きる仕組みを構築したいと考えます。
■その他主な質疑、要望・意見等
・特別交付税を活用した証明書等のコ
ンビニ交付サービス導入の初期投資削
減について
・防犯灯のリース期間終了に伴う設置
場所の見直し等の対応について
・運転免許証自主返納支援に係る各種
制度の周知について

●民生費
問 保育士不足による潜在的な待機児
童の解消を図ることについて所見を伺い
ます。
答 保育士修学資金貸付事業の制度の
充実により利用者の増加を図り、保育士
の確保につなげたいと考えます。なお、潜
在的待機児童の解消には施設整備によ
る定員増も重要であることから、保育需
要等を十分に勘案し、整備を進めていき
たいと思います。
問 災害ごみの処理について所見を伺
います。
答 一時的なストックヤードを設ける等、
可能な限り地域で処理をすることが望ま
しいですが、県との連携や近隣市等との
協力、自治会等の各団体での計画的な
搬入等を徹底するなど、効率的に短期間
で処理をする取り組みが必要と考えます。
■その他主な質疑、要望・意見等
・こども食堂への支援拡充について
・令和元年東日本台風に係る罹

り さ い

災者見
舞金について

●衛生費
問 株式会社おおた電力への出資効果
と本市公共施設への電力供給事業拡大
について伺います。
答 令和元年度より市民会館、新田文化
会館、美術館・図書館の3施設に電力供
給を行っており、電力使用量削減や電力
の地産地消につながっています。現在の

教 育 費 に
係 る 歳 入

歳 入
一　般　会　計

歳 出

価格での余剰電力買収事業を維持しつ
つ、さらなる公共施設への電力供給を進
めるべく、出資者として株式会社おおた電
力と協調しながら事業推進に努めたいと
考えます。
問 乳幼児健診システムを活用した今後
の取り組みについて伺います。
答 赤ちゃん訪問や乳幼児健診、各種相
談等から発達の支援が必要となった際、
成長のレベルに合わせた支援が行えるよ
う、乳幼児健診システムを活用することで
関係部署、関係機関との連携を密にし、
保護者の不安に寄り添う形の支援を継続
していきたいと考えます。
■その他主な質疑、要望・意見等
・新たな斎場建設に向けた協議の進捗
状況について
・新ごみ焼却炉の稼働に伴うごみ減量
化の取り組みについて

●労働費
問 今後の起業、就労支援の在り方につ
いて所見を伺います。
答 女性の創業支援を中心に施策を展
開し、おおたなでしこ未来塾を経て15人
の方々が起業に至っており、徐々に起業家
と起業を目指す人とのネットワークが構築
されつつあります。おおたなでしこ未来塾
を通じて、さらなる女性起業家の育成を
推進するとともに、ネットワーク強化を図っ
ていきたいと考えます。また、大学生を対
象に働くことと家庭を築くことを学ぶため
のワークライフインターンを開催し、女性だ
けではなく学生等への就労支援について
も推進していきたいと思います。
■その他主な質疑、要望・意見等
・斎場移転と併せた浜町勤労会館の
整備について

●農林水産業費
問 今後の有害鳥獣対策について伺い
ます。
答 有害獣対策アドバイザー業務を通じ
て、専門家のアドバイスを基に被害地区と
連携し、わな猟免許の取得等、住民自身
が主体的に対策に取り組めるよう促して
いきたいと考えます。
問 本市における農業後継者不足等の
課題への対策について伺います。
答 農地維持等に係る活動の維持継続
が困難な組織に対し、学生のサポートによ
り活動の活性化を図るべく、現在、関係大
学との調整を行っています。将来のモデル
ケースとなり得る計画であるため、本市に
おいても支援していきたいと考えます。
■その他主な質疑、要望・意見等
・CSF対策について
・家畜盗難防止のための防犯カメラ設
置補助について
・市有林管理の在り方について
・災害時等における水門管理について

●商工費
問 子どもの起業家教育の推進につい
て所見を伺います。
答 次世代の人材育成は非常に重要な
ことであり、群馬大学や関係機関と連携
し、プログラミング教室等の創業時に必要

なITスキル習得のための事業を連続的
に展開することで、子どもの起業家教育
を推進していきたいと考えます。
問 本市主催の観光イベントの民間委託
について所見を伺います。
答 現在は実行委員会形式を採用して
いますが、太田市全体を盛り上げることを
第一に考え、意欲的で新しい発想を持っ
ていることに加え、安全性や費用対効果、
地域とのつながり等のさまざまな条件に
合致する団体があれば、委託を検討して
いきたいと考えます。
■その他主な質疑、要望・意見等
・交流人口獲得のための観光資源の
PR方法について
・太田駅北口無料レンタサイクルの
PRについて

●土木費
問 スケートパーク整備の時期と効果に
ついて伺います。
答 スケートパークの整備はストリートス
ポーツを普及させると同時に、太田強戸
スマートインターチェンジの設置に伴う地
域活性化施策の一つですが、第2期太田
市しごと・ひと創生総合戦略における「文
化・スポーツ交流等を通じた関係人口の
獲得」に寄与する事業でもあります。経済
が縮小傾向にある状況において、社会情
勢や財政状況を勘案しながら、整備時期
については慎重に検討したいと考えます。
問 電線共同溝工事による無電柱化事
業の効果について伺います。
答 街並みの景観向上が期待されるほ
か、災害時の緊急車両の通行およびイン
フラ等の保護に寄与する重要な事業です
が、事業実施には多額の事業費を伴います。
■その他主な質疑、要望・意見等
・熊野町交差点における渋滞対策に
ついて
・経年劣化により老朽化した橋

きょうりょう

梁の
補修および撤去について
・今後の市営住宅の長寿命化計画へ
の取り組みについて

●消防費
問 国土強

きょうじんか

靭化地域計画策定への考え
方を伺います。
答 大規模自然災害等に備えるため、防
災や迅速な復旧復興に資する施策を防
災の枠を超えて総合的な取り組みとして
計画的に実施し、強靭な地域づくりを推
進するものであり、総合計画との整合性
を図りながら各分野での計画の指針とし
て定められるものです。この計画の策定に
より、災害対応力が高まることで自治体と
しての信頼性の向上が図られ、企業の進
出等による都市の持続的な成長、事業の
優先順位明確化による効果的な事業進
捗が期待でき、絶対的に必要な計画であ
ると考えます。早急な取り組みに向け、全
庁横断的な体制づくりをしていきたいと思
います。
問 消防団員の確保について所見を伺
います。
答 学生消防団活動認証制度や、災害
時の情報収集等に特化した機能別消防
団員制度の活用により、人材確保に努め

2020年（令和2年）11月15日号　7



議案の審議結果をお知らせします
9月定例会の

ていきたいと考えます。
■その他主な質疑、要望・意見等
・地域単位での防災訓練実施の必要性
について
・立ち入り検査による防火対象物の違
反の是正について
・消防水利の設置充足率について

●教育費
問 教職員の時間外勤務の現状を伺い
ます。
答 令和元年度において、月に80時間
を超える時間外勤務を行った教職員の占
める割合が小学校では2.4％、中学校で
は26.1％となっており、中学校に多い要
因として部活動が挙げられます。時間外
勤務の削減には、教職員の意識改革はも
とより、OJT等を通じた教職員間の協力
体制強化による業務の均衡化、また、学
校、地域、家庭のそれぞれが自らの責任
を果たすこと等で、新たな業務のスリム化
が見いだせると考えます。加えて、児童・
生徒の興味に訴えるような教材の活用等
のソフト面の充実も教職員の負担軽減へ
の一助となります。
問 学校給食における食育と地産地消
への取り組みについて伺います。
答 栄養士による家庭科の授業や給食
時の訪問を通じて食材の紹介等を行うと
ともに、献立表に地元農家の氏名を掲載
することで生産者への感謝の気持ちを育
てています。市内産食材を積極的に提供
することで、引き続き地産地消を推進して
いきたいと考えます。

《市長提出議案》
番　　号 件　　　　　　　名 付託先 審議結果 採決結果

報告第6号 令和元年度太田市下水道事業等会計継続費精算報告書につ
いて － 報告 －

報告第7号 令和元年度決算に基づく健全化判断比率・資金不足比率について － 報告 －

議案第100号 令和元年度太田市一般会計歳入歳出決算認定について 決算特別 認定 賛成多数

議案第101号 令和元年度太田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
について 決算特別 認定 賛成多数

議案第102号 令和元年度太田市住宅新築資金等貸付特別会計歳入歳出決
算認定について 決算特別 認定 賛成全員

議案第103号 令和元年度太田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
定について 決算特別 認定 賛成多数

議案第104号 令和元年度太田市八王子山墓園特別会計歳入歳出決算認定
について 決算特別 認定 賛成多数

議案第105号 令和元年度太田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ
いて 決算特別 認定 賛成多数

議案第106号 令和元年度太田市太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算認
定について 決算特別 認定 賛成全員

議案第107号 令和元年度太田市下水道事業等会計決算認定について 決算特別 認定 賛成多数

議案第108号 令和2年度太田市一般会計補正予算（第5号）について 省略 可決 賛成多数

議案第109号 令和2年度太田市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）につ
いて 省略 可決 賛成多数

議案第110号 令和2年度太田市住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第1
号）について 省略 可決 賛成全員

議案第111号 令和2年度太田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）に
ついて 省略 可決 賛成全員

議案第112号 令和2年度太田市八王子山墓園特別会計補正予算（第1号）に
ついて 省略 可決 賛成全員

議案第113号 令和2年度太田市介護保険特別会計補正予算（第1号）について 省略 可決 賛成多数

■その他主な質疑、要望・意見等
・学校トイレの洋式化率と整備に係る
今後の計画について
・中学校が避難所として活用されるこ
とに対する教育面における意義について
・コロナ禍での尾島親子ふれあいプー
ルの運営について

●財産に関する調書
・保有数が増加した油絵の概要につ
いて

●国民健康保険特別会計
・国民健康保険税における現年度分
の収納率の推移について

●八王子山墓園特別会計
・八王子山公園墓地内の墓地および
納骨堂の利用状況について
・樹木葬の事業化予定の有無について

●介護保険特別会計
問 介護保険料における今後の債権管
理の取り組みについて伺います。
答 今年7月からコンビニおよびモバイ
ルレジ納付の方法を追加し、保険料納付
に係る利便性の向上を図りました。加えて、
後期高齢者医療保険料の滞納者との突
合を行い、合同での訪問徴収を進めるこ
とを検討しています。

■その他主な質疑、要望・意見等
・認知症初期集中支援推進事業におけ
る支援件数に応じた委託料の検討につ
いて
・認知症高齢者等徘

はいかい

徊対策GPS機器貸
与事業の周知について

●下水道事業等会計
問 下水道受益者負担金の公平性確保
に向け、現行の水洗便所改造費補助金
制度の対象期間等を拡大し、下水道接続
率の向上を進めることについて所見を伺
います。
答 下水道が供用開始されても、既に浄
化槽を設置している等の理由で受益者
負担金納付への理解が得られず、滞納と
なってしまう事例が多いです。加えて、５年
で消滅時効を迎える強制徴収公債権で
あるため、不納欠損後においては受益者
負担金を納付することなく接続できてしま
うといった不公平感が存在します。さらに
接続に係る高額の工事費も接続率の低
迷につながる要因となっており、下水道整
備完了後の早期接続を促すために、整備
後1年以内に接続工事を実施した場合の
工事費に対する補助金額を見直した経
緯があり、今後の接続率の推移等を見な
がら補助対象期間の延長等は研究してい
きたいと考えます。

問 令和元年度決算を踏まえた今後の
本市歳入への展望を伺います。

答 令和2年度末の市税収入の決算見
込みは、令和元年度決算に対し26億円
減の371億円、令和3年度の市税収入は、
令和2年度当初予算に対し22億円程度
の減収をそれぞれ見込んでいます。経済
状況の先行きを見通すことは難しいです
が、いずれにしても厳しい財政状況にあり
ます。
問 経常収支比率改善のための委託料
の見直しについて所見を伺います。
答 電算業務、施設の維持管理業務、清
掃業務等が委託料の主なもので、削減が
難しい面もありますが、小さな数字であっ
ても改善をしながら委託料を削減していく
姿勢は大切なことだと考えています。
■その他主な質疑、要望・意見等
・コロナ禍で打撃を受けている中小企
業者への経営指導事業の拡充に向けた
予算増額について
・太田桐生インターチェンジ周辺への
新たな道の駅の整備について
・幼保無償化の対象外とされる子ども
の保育料軽減について
・国民健康保険特別会計の黒字決算を
踏まえた国民健康保険税の引き下げと
子どもの均等割の減免について
・介護保険基金残高を踏まえた介護保
険料の引き下げについて

番　　号 件　　　　　　　名 付託先 審議結果 採決結果

議案第114号 令和2年度太田市太陽光発電事業特別会計補正予算（第1号）
について 省略 可決 賛成全員

議案第115号 令和2年度太田市下水道事業等会計補正予算（第1号）について 省略 可決 賛成全員

議案第116号 太田市外三町広域清掃組合の規約変更に関する協議について 都市産業 可決 賛成全員

議案第117号 太田市地方創生基金条例の制定について 総務企画 可決 賛成多数

議案第118号 太田市消防団条例の一部改正について 総務企画 可決 賛成全員

議案第119号 太田市印鑑条例の一部改正について 市民文教 可決 賛成全員

議案第120号 太田市手数料条例の一部改正について 市民文教 可決 賛成多数

議案第121号 太田市駐車場条例の一部改正について 市民文教 可決 賛成全員

議案第122号 太田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成多数

議案第123号 太田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成多数

議案第124号 太田市介護保険条例の一部改正について 健康福祉 可決 賛成全員

議案第125号 財産の取得について（消防ポンプ自動車） 省略 可決 賛成全員

議案第126号 財産の取得について（高規格救急自動車） 省略 可決 賛成全員

議案第127号 財産の取得について（消防ポンプ自動車） 省略 可決 賛成全員

《議会提出議案》
番　　号 件　　　　　　　名 付託先 審議結果 採決結果
議会議案第1号 新たな社会構造転換に向けた自動車政策に関する意見書 省略 可決 賛成全員

議会議案第2号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な
悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書 省略 可決 賛成全員

《請　願》
番　　号 件　　　　　　　名 結　果
請願第4号 消費税減税を求める政府への意見書提出に関することについて 不採択

請願第5号 新たな社会構造転換に向けた自動車政策に関することについて 採択

《陳　情》
番　　号 件　　　　　　　名

陳情第11号 地方たばこ税を活用した分煙環境整備に関することについて

特　別　会　計
公営企業会計

総　括　質　疑

古紙パルプ配合率 70％再生紙と環境に
やさしい大豆インキを使用しています

※「付託先」欄において「省略」とあるのは、本会議において委員会付託の省略が行われたことを示します。
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